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日
本
的
事
問
の
文
化
史
的
意
義
及
び
基
本
的
諸
典
型

米

回

庄

太

v
h
H
 

'HMH 

日
本
的
事
問
の
文
化
史
的
意
義

日
本
的
革
問
の
概
念
白
菜
本
的
諸
典
型

日
本
的
撃
問
の
文
化
史
的
意
義

近
来
我
闘
に
於
ご
は
、

種
々
九
三
品
味

κ一
一
我
闘
病
特
の
或
は
側
自
の
日
本
的
時
半
間
を
建
誌
ぜ
か
ば
な
ら
別
と
一
訂
ふ
主
張
が
ー

感
ん

肥
唱
へ
ら
れ
て
来
た
。
又
か
L

る
日
本
的
事
問
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
種
々
た
企
て
が
、
続
々
現
は
れ
て
来
た
。
併
し
夫
れ
と
同
時

に
、
か
L

る
主
張
や
企
て
は
岡
境
の
な
き
皐
間
の
貫
義
を
よ
く
了
解
し
友
い
、
あ
ま
り
に
偏
狭
た
排
他
的
た
思
想
忙
し
て
、
今
や
世

界
的
に
活
動
し
つ
L
あ
る
日
本
間
民
の
健
貨
な
る
設
展
を
阻
害
ナ
る
も
の
で
-
あ
る
と
し
て
、
之
を
一
概
に
損
尿
し
排
斥
す
る
人
身
も

の
/
左
〈
一
疋
い
。
私
は
此
佐
一
守
の
主
張
或
は
見
解
は
製
問
論
上
か
ら
殺
訴
に
批
判
的
に
考
察
す
る
と
、
仰
れ
も
製
間
会
開
に
却
し
で
は
匹

営
で
友
い
が
、
併
し
事
聞
の
夫
れ
夫
れ
の
種
類
或
は
部
類
に
於
て
は
正
常
で
あ
る
と
考
へ
て
居
る
。
そ
う
し
て
後
忙
日
本
的
接
聞
の

閣
宇
問
論
的
義
礎
づ
け
を
、
私
の
聞
弔
問
論
上
か
ら
論
究
す
る
場
合
に
、
共
の
と
と
を
明
か
に
し
た
い
と
忠
ふ
が
、
此
庭
に
今
日
盛
ん
に

唱
へ
ら
れ
て
来
た
日
本
的
事
問
な
る
も
の
を
一
般
的
に
考
一
禁
し
よ
う
と
す
る
に
首
っ
て
、
私
が
先
づ
第
一
に
注
目
し
た
い
と
忠
ふ
の

は
、
今
や
種
々
な
る
意
味
に
て
日
本
的
串
間
を
建
設
す
る
必
要
が
、
盛
ん
に
唱
へ
ら
れ
て
来
た
こ
と
共
の
こ
と
の
深
大
左
る
文
化
史

日
本
的
皐
問
。
文
化
史
的
意
義
及
び
基
本
的
諸
典
摺



円
本
的
血
中
間
内
文
化
史
的
意
義
及
び
茶
本
的
誇
典
型

的
意
義
で
あ
る
。
そ
れ
で
私
は
始
め
本
諭
交
を
「
日
本
的
叩
晶
子
問
の
曲
弔
問
論
的
考
察
」
と
題
し
て
、
先
づ
日
本
的
事
問
の
建
設
の
必
巣
が

近
来
盛
ん
に
明
へ
ら
れ
て
来
た
こ
と
共
の
こ
と
の
、
日
本
文
化
史
的
意
義
及
び
世
界
丈
化
史
的
意
義
を
考
究
し
、
突
に
日
本
的
車
問

の
基
本
的
諸
典
型
の
分
類
及
び
各
典
型
の
論
理
的
構
造
、
終
り
に
共
等
の
諸
典
型
の
夫
れ
夫
れ
の
同
学
問
論
的
某
礎
づ
け
を
論
究
す
る

つ
も
り
で
書
き
始
め
た
の
で
あ
る
が
、
制
限
さ
れ
た
る
紙
数
内
に
於
て
共
等
の
三
問
題
を
、

タ
ト
ヒ
筒
躍
に
せ
よ
悉
く
論
遁
ず
る
こ

と
の
甚
だ
困
難
な
る
や
一
任
り
、
故
後
の
問
閣
の
九
州
山
九
は
後
に
別
論
丈
と
し
て
識
は
表
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

却
説
ふ
J
H
我
闘
K
於
「
‘
日
刊
々
た
意
味
K
て
日
本
的
感
問
が
山
肌
叫
ん
H
h

酬
明
へ
出
さ
れ
、
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勃

興
し
て
来
た
こ
と
に
就
て
は
、
政
府
や
民
間
の
篤
志
家
が
種
々
奨
働
さ
れ
助
成
さ
れ
た
こ
と
が
興
っ
て
大
に
力
あ
る
は
云
ふ
ま
で
も

た
い
。
併
し
勿
論
そ
れ
は
唯
一
の
理
由
で
も
亦
根
本
的
友
理
由
で
も
な
く
、
共
の
根
祇
に
は
先
づ
日
本
丈
化
史
上
の
深
大
た
る
理
由

が
依
存
し
て
居
る
と
思
は
れ
る
。
要
す
る
に
今
や
我
闘
に
於
て
革
新
運
動
と
し
て
勃
興
し
つ

A
あ
る
新
日
本
文
化
建
設
運
動
の
恩
問

的
基
礎
を
確
立
す
る
必
要
が
、

日
本
的
準
聞
の
建
設
そ
要
求
す
る
に
至
ら
し
め
た
の
で
あ
る
と
息
は
れ
る
。
併
し
此
庭
で
は
其
の
日

本
文
化
史
上
の
深
大
な
る
理
由
に
就
て
一
々
詳
し
く
論
述
す
る
徐
裕
が
た
い
か
ら
、
只
其
の
目
置
と
も
根
本
的
な
方
面
と
忠
は
れ
る
も

の
を
、
桜
簡
単
に
論
蓮
す
る
だ
凶
り
に
止
め
る
c

本
来
優
秀
な
る
民
族
的
家
質
及
び
能
力
と
、
高
世
一
一
糸
の
皇
室
を
中
心
と
し
て
奉
戴
す
る
猫
同
の
枇
命
日
組
織
を
具
有
す
る
臼
木
氏

族
が
、
濁
自
の
文
化
を
冊
目
展
さ
せ
つ
L
る
っ
た
時
代
に
支
那
文
化
及
び
印
度
文
化
に
接
続
し
来
り
、
そ
う
し
て
共
等
の
文
化
に
於
て
勝

れ
た
る
丈
化
的
長
所
内
具
有
さ
れ
て
居
る
の
を
翻
破
す
る
や
、
之
を
宜
ん
に
総
入
し
、
全
力
を
傾
け
て
之
を
墜
び
、
よ
〈
眠
嗣
惜
し
吸

牧
し
同
化
し
て
、
(
時
に
は
不
知
不
識
の
中
に
作
品
等
の
文
化
の
短
所
を
も
と
り
入
れ
て
、
穐
々
な
幣
害
を
生
ピ
た
場
合
も
あ
る
が
、
併
し
其
竿
の
場
合



に
は
其
の
こ
と
を
よ
〈
内
怪
し
つ
L

前
ち
に
其
等
の
問
団
所
を
排
除
し
て
)
途
に
東
洋
文
化
の
精
華
宇
一
議
却
す
る
澗
日
な
日
本
文
化
を
、
千
数
百

年
聞
を
通
ビ
て
務
展
さ
せ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
然
る
に
近
代
に
至
っ
て
近
代
的
湾
洋
文
化
に
捷
濁
し
来
り
、
そ
う
し
て
又
共
の
文

化
が
種
々
の
方
閣
に
於
て
偉
来
の
文
化
よ
り
も
勝
れ
た
る
も
の
を
具
有
す
る
を
税
同
慨
す
る
や
、

さ
き
に
支
那
丈
化
及
び
印
度
文
化
を

機
入
し
て
之
を
啓
ぺ
る
場
合
に
於
け
る
と
問
様
に
、
入
ム
力
を
注
い
で
共
の
長
所
を
脇
市
ぴ
、

よ
〈
之
を
岨
嶋
し
吸
収
し
同
化
し
で
、
資

に
驚
く
可
き
程
急
速
に
近
代
的
変
遺
生
成
し
途
げ
、

日
清
戦
，
却
す

H
露
戟
争
及
び
品
川
界
戦
争
中
一
経
て
、
世
界
の
五
大
強
力
の
一
と
認
め

ら
れ
る
ま
で
の
校
態
に
到
迭
し
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
共
後
四
廿
ピ
大
友
る
近
代
的
静
一
遼
を
成
し
途
げ
、
品
企
に
最
近
の
世
界
の
形
勢
に

於
て
見
ら
れ
る
が
如
く
に
、

少
友
く
も
同
防
的
武
力
的
及
び
経
済
的
に
は
欧
米
の
最
大
強
問
中
九
も
間
四
泊
ず
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
れ
d
h
L
る
時
代
戎
ば
川
市
段
目
到
達
す
る
に
仰
向
っ
て
、

日
本
氏
肢
が
臼
己
の
優
待
浸
る
民
族
的
素
質
及
川
下
協
力
L

一、
同
羽
〕
ヨ
コ
ア
丸
主
寸

b
司

?
;
4

有
の
一
耽
合
組
織
の
民
義
宇
一
改
め
で
深
〈
白
売
し
、
さ
き
に
支
那
文
化
及
び
印
度
文
化
の
長
所
平
一
吸
収
し
同
化
す
る
潟
め
に
全
力
宇
一
傾

け
て
之
を
聞
学
べ
る
際
、
不
知
不
識
の
中
に
と
り
入
れ
た
共
の
短
所
を
白
奇
的
に
既
然
排
没
し
て
、
濁
自
の
日
本
文
化
を
帯
以
遠
さ
せ
た

の
と
同
様
に
、
近
代
的
西
洋
文
化
の
長
所
を
吸
牧
し
同
化
す
る
矯
め
に
全
力
を
還
し
て
之
を
事
ぺ
る
際
、

ヤ
ハ
リ
不
知
不
識
の
中
に

と
り
入
れ
た
共
の
煩
所
を
、
今
中
白
魔
的
に
断
然
排
除
し
て
狽
向
の
新
し
ぎ
日
本
文
化
そ
建
設
す
る
矯
め
に
、
革
新
運
動
を
起
し
て

大
に
活
動
し
て
来
た
の
は
Au
同
然
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
然
る
に
今
か
L
る
続
し
き
日
本
文
化
を
建
設
す
る
矯
め
に
は
、
夫
れ
に
相
感

し
き
製
閥
的
基
礎
そ
確
立
す
る
も
の
と
し
て
、

日
本
的
接
間
の
建
設
が
痛
切
に
要
求
さ
れ
て
く
る
の
も
走
れ
亦
営
然
で
あ
る
。
か
く

て
私
は
今
日
我
図
に
於
て
見
る
が
如
〈
に
、

日
本
的
問
宇
間
建
設
運
動
が
大
い
に
勃
興
し
て
ボ
た
の
で
あ
る
と
信
ゃ
る
の
で
あ
る
。

判
怖
は
甚
だ
簡
単
な
が
ら
以
上
遁
ぺ
し
畑
〈
に
、

日
本
文
化
史
上
か
ら
考
察
し
て
、
我
闘
の
新
丈
化
建
設
運
動
が
近
来
勃
興
し
京
市
れ

日
本
的
出
弔
問
の
文
化
史
的
意
義
及
び
基
本
的
諸
典
型



日
本
的
愚
問
白
文
化
史
的
意
義
及
び
某
本
的
藷
典
型

四

る
根
本
的
理
由
を
解
燥
し
、
先
づ
之
れ
に
深
大
な
る
日
本
文
化
史
的
意
義
を
認
め
、
突
に
か
t
h

る
新
文
化
建
設
の
串
間
的
基
礎
を
確

立
す
る
も
の
と
し
て
、
日
本
的
事
問
建
設
建
動
に
ヤ
ハ
リ
深
大
た
る
日
本
文
化
史
的
意
義
を
認
め
よ
う
と
す
る
の
で
る
る
ω

然
る
に

今
汎
〈
世
界
の
諸
問
民
の
今
日
の
文
化
的
枇
命
日
的
形
勢
を
大
観
す
る
在
、
我
国
の
新
日
本
文
化
活
劃
は
日
本
文
化
史
上
か
ら
考
察
し

て
、
上
に
述
ぺ
し
が
如
き
深
大
た
る
文
化
史
的
意
義
を
有
寸
る
に
止
ま
ら
十
、
更
に
世
界
文
化
史
上
に
於
て
亘
犬
な
る
一
般
的
意
義

を
有
す
る
と
同
時
に
、

向
ほ
叉
特
殊
な
意
義
を
も
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、

明
か
に
洞
祭
さ
れ
る
と
忠
は
れ
る
。

v
f『
一
五
ふ
の
は

今
や
問
洋
諸
岡
山
町
聞
に
あ
り
て
も
、

顎
大
な
る
問
界
的
新
文
化
進
勤
が
勃
興
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、

政
岡
山
抑
制
文
化
運
動
に
此
げ
の

世
界
的
新
文
化
運
動
と
一
般
的
に
気
脈
を
通
じ
、
大
鰐
上
同
一
の
方
向
に
進
ん
で
居
る
と
云
ふ
黙
に
於
で
、
世
界
文
化
史
よ
一
般
的

意
義
を
有
す
る
と
同
時
に
、

日
本
民
族
精
神
の
特
性
を
設
揮
し
て
共
の
世
界
的
新
文
化
運
動
に
特
殊
た
貢
献
を
た
し
つ

L
あ
る
と
云

ふ
黙
に
於
て
、
世
界
文
化
史
上
特
殊
な
意
義
を
有
す
る
と
忠
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

抑
を
近
代
的
西
洋
文
化
は
共
の
登
遠
の
殆
ん
ど
宿
命
的
結
果
と
し
て
、
世
界
戦
争
を
惹
起
し
た
と
忠
は
れ
る
の
で
、
今
日
か
ら
考

へ
る
と
共
の
挑
護
者
と
し
て
の
責
任
は
、

特
に
何
れ
の
図
民
に
も
同
町
せ
ら
る
可
き
も
の
で
左
〈
、

強
い
て
共
の
麦
任
者
を
求
む
れ

ぽ
、
夫
れ
は
近
代
的
西
洋
文
化
の
褒
建
其
物
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
併
し
夫
れ
は
と
に
か
く
と
し
て
、
世

界
戦
争
後
西
洋
諸
国
民
中
の
若
干
の
強
固
民
は
、
近
代
的
西
洋
文
化
の
継
績
的
褒
誌
に
よ
り
て
、
種
々
甚
大
な
困
難
に
澄
渇
し
つ
a
h

も
、
命
ほ
持
て
る
閣
と
し
て
の
特
擦
に
よ
り
て
犬
樫
上
繁
栄
を
持
績
し
て
居
る
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
然
ら
ざ
る
図
民
は

共
の
尺
脹
的
優
秀
性
に
拘
ら
や
、
近
代
的
西
洋
文
化
の
護
遣
が
其
の
ま
ミ
に
放
任
さ
れ
る
以
上
，
共

ω
ま
L

で
政
一
慨
す
る
か
、

叉
は
今

日
露
西
亜
共
産
主
義
枇
曾
に
於
て
見
ら
れ
る
が
如
き
航
態
に
堕
為
し
て
破
滅
す
る
か
、
何
れ
に
し
て
も
破
滅
の
運
命
を
売
れ
得
た
い

(fR. L其等の西洋諸岡民の代表者たる英米働隼白諦閥民にffても、 今宇 the 
]orm，lIng shadrH.v nf fascis::rnが現はれ、何時フアスシ対ム起動が勃愛するか
も知れない傾向の宥取されるこ.とは、之れに反il¥'1レ亡居る知名な政治撃者宇
経持母当者さへも承認して居るのである。)



吠
態
に
陥
っ
て
来
た
。
か
〈
て
比
べ
等
の
諸
図
民
は
大
に
近
代
的
西
洋
文
化
及
び
露
関
亜
共
産
主
義
を
排
撃
し
て
、
新
し
き
文
化
を
建

設
す
る
矯
め
に
必
死
の
運
動
を
起
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
か
ミ
る
新
丈
化
運
動
を
創
始
し
指
導
し
て
居
る
の
は
、
云
ふ
ま

で
も
友
〈
伊
太
利
及
び
凋
逸
の
二
園
山
内
で
る
る
。
さ
れ
ば
共
等
諸
園
民
の
新
文
化
運
動
は
近
代
的
西
洋
文
化
及
び
露
西
亜
共
産
主
義

に
封
ず
る
態
度
に
於
て
柄
本
的
に
相
一
致
し
、
共
同
的
方
針
に
於
て
遇
措
記
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
‘
我
闘
の
新
文
化
運
動
も
ヤ
ハ
リ

近
代
的
西
洋
文
化
及
び
露
西
亜
共
産
主
義
に
封
ず
る
態
度
に
於
て
、
根
本
的
に
共
等
の
諸
国
民
の
新
文
化
運
動
左
一
致
し
て
居
る
。

か
〈
て
さ
き
に
日
濁
伊
コ
一
間
聞
に
防
共
協
定
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
今
や
更
に
進
ん
で
文
化
協
定
が
作
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。
五
口
々
は
只
此
等
の
重
品
へ
事
買
を
夫
同
上
か
ら
見
る
だ
け
で
も
、

我
図
の
新
文
化
運
動
は
如
何
に
潟
伊
の
新
文
化
運
動
と
根
本

的
に
気
臓
を
週
中
る
も
の
で
あ
り

h

か
く
て
只
日
本
文
化
史
上
深
大
た
る
窓
護
主
有
ナ
る
だ
け
で
な
く
、
児
に
社
日
作
文
化
史
上
軍
大

友
る
意
義
を
有
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
党
り
得
る
の
で
あ
る
。
向
ほ
私
は
我
闘
の
新
文
化
運
動
は
、
此
の
如
く
に
世
界
文

化
史
的
意
義
を
有
す
る
も
の
で
る
る
こ
と
に
よ
り
て
、
今
や
建
設
さ
れ
ん
と
す
る
東
亜
協
同
憾
の
基
本
的
文
化
と
な
り
得
る
も
の
、

又
た
る
可
き
も
の
で
あ
る
と
と
が
明
か
に
了
解
さ
れ
る
と
忠
ふ
の
で
あ
る
。

併
し
濁
伊
の
新
女
化
運
動
は
、
近
代
的
西
洋
文
化
及
び
露
西
亜
共
産
主
義
に
劃
し
て
根
本
的
に
相
一
較
し
、
共
同
的
方
針
に
於
て

進
ん
で
居
る
と
し
て
も
、
南
園
の
閣
韓
国
情
及
び
歴
史
等
が
種
-4

異
在
っ
て
居
る
が
矯
め
に
、
詳
細
な
黙
に
於
て
は
種
々
友
る
差
異

を
呈
し
、
夫
れ
夫
れ
特
色
を
委
揮
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
共
の
園
健
闘
情
及
び
歴
史
に
於
て
、
調
伊
の
何
れ
と
も
異
な
っ
て
居

る
我
闘
の
新
文
化
運
動
が
、
雨
闘
の
夫
れ
と
種
々
異
な
れ
る
離
を
有
し
て
居
る
の
は
骨
同
然
で
あ
っ
て
、
叉
そ
う
る
る
可
き
で
あ
る
と

思
は
れ
る
。
私
は
二
十
数
年
前
に
我
園
に
於
て
枇
舎
運
動
が
勃
興
し
始
め
た
際
、
我
闘
の
吐
合
運
動
は
西
洋
諸
国
の
社
合
運
動
と
大

日
本
的
暴
問
の
文
化
史
的
意
義
及
び
基
本
的
諸
典
型

五



H
木
的
即
時
中
間
山
文
化
史
的
意
義
及
び
廿
柄
本
的
訪
典
刻

」ノ、

陪
上
気
脈
を
泊
中
る
庭
が
る
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
も
我
図
の
闘
鰭
図
情
及
び
歴
史
に
適
膝
す
る
、

日
本
嵐
氏
の
初
白
た
国
民
的
批
命
日

運
動
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
強
制
し
た
の
で
る
る
が
、
今
日
の
一
新
文
化
運
動
建
設
に
謝
し
で
も
同
じ
こ
と
を
強
制
し
た
い
と
忠

ふ
。
要
す
る
に
私
は
我
閥
の
新
丈
化
運
動
は
濁
伊
の
夫
れ
と
た
艦
土
気
脈
を
通
や
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
夫
れ
か
ら
種
々
な
刺
激
を

受
け
、

又
種
々
教
へ
ら
れ
る
院
が
あ
る
と
し
て
も
、
あ
〈
ま
で
も
日
本
民
族
濁
自
の
民
族
的
新
交
化
運
動
と
し
て
授
遼
す
可
き
も
の

に

L
て
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献
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f
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い
お
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仰
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詰
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沼
重
手
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q

拐
れ
U
U
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u調』ープ

化
運
動
を
共
の
億
に
戎
凶
に
総
入
し
よ
う
と
す
る
様
友
人
々
が
若
し
あ
る
と
す
れ
ば
、
北
パ
等
の
人
々
は
右
に
漣
ぺ
し
こ
と
に
特
に
注

意
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
る
。

命
ほ
私
は
今
円
投
同
及
び
欧
洲
諸
凶
に
於
て
設
定
し
つ
L

あ
る
新
z
J

凡
化
に
就
て
、
種
々
漣
ぺ
た
い
こ
と
が
あ
る
が
、
紙
同
の
徐
裕

が
友
い
か
ら
只
新
交
化
と
近
代
的
西
洋
文
化
と
の
闘
係
、
及
び
新
交
化
運
動
に
加
へ
ら
れ
て
居
る
一
の
非
難
に
就
て
、
少
し
〈
述
べ

る
だ
け
に
止
め
る
。

今
近
代
的
凶
洋
文
化
は
以
前
の
諸
文
化
に
比
し
て
、
種
々
優
秀
た
る
諸
特
性
を
有
す
る
も
の
で
る
る
乙
と
は
、
近
代
の
問
洋
諸
国

は
八
が
近
代
的
文
化
の
稜
建
に
よ
り
て
、
共
の
驚
く
可
き
大
愛
達
を
成
し
途
げ
た
の
で
あ
る
こ
と
、
叉
我
凶
も
根
本
的
に
は
日
本
民
族

特
有
の
図
櫨
精
一
脚
と
、
優
秀
な
る
民
族
的
素
質
及
び
能
力
の
活
動
に
よ
る
と
と
は
云
ふ
ま
で
も
・
な
い
が
、
し
か
も
直
接
に
は
近
代
的
西

洋
文
化
を
輪
入

L
.
土
く
共
の
優
秀
た
る
諸
特
牲
を
阻
唱
し
同
化
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
今
日
見
る
が
如
き
股
界
を
駕
か
す
大
都
民
展
を

成
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
こ
と
等
に
よ
り
て
、
明
か
に
詮
一
不
さ
れ
て
居
る
と
忠
は
れ
る
。

き
れ
ば
今
日
の
新
文
化
運
動
は
我
図
に
あ
り



て
も
亦
西
洋
議
闘
に
あ
り
て
も
、

一
般
的
に
は
近
代
的
西
洋
文
化
の
排
斥
か
ら
問
護
し
、
叉
共
の
一
排
斥
的
態
度
を
常
に
保
持
し
て
庇

る
が
、
併
し
決
し
て
共
の
全
躍
を
悉
〈
排
斥
す
る
の
で
な
〈
、
共
等
の
優
秀
た
る
諸
特
性
中
、
共
の
後
遺
が
傾
端
に
走
せ
て
種
々
な

る
弊
害
を
生
ぜ
る
も
の
は
、
勿
命
断
然
之
を
排
斥

L
、

る
ど
と

λ
か

(
前
、
、
殺
速
さ
せ
る
矯
め
に
大
に
努
力
し
て
狩
る
の
?
あ
る
。

又
は
遁
常
に
改
造
し
と
う
と
す
る
が
、
併
し
然
ら
ざ
る
も
の
は
之
を
排
斥
す

4
J
J
J
テ
ヒ
一
一
ク

例
へ
ば
自
然
科
製
及
び
自
然
技
術
或
は
日
然
工
壊
の

獲
遣
は
、
近
代
的
周
洋
丈
化
の
優
秀
去
る
一
大
特
性
に
し
て
、
そ
う
し
て
夫
れ
に
よ
り
て
凶
民
の
経
済
的
生
産
力
ゃ
、
交
通
運
輸
の

方
法
ゃ
、
保
健
衛
生
上
の
殊
に
凶
防
土
の
施
設
及
び
技
術
左
ぞ
が
、
未
曾
有
の
犬
山
一
夜
る
禁
法
を
た
し
丞
げ
た
の
で
あ
る
が
、
今
日
に

於
て
も
叫
ん
六
等
の
波
方
岡
の
涜
ぞ
え
な
ろ
授
遣
は
、

何
れ
の
定
化
同
民
に
あ
り
て
も
甚
だ
肝
契
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら

叫
州
火
化
遺
動

も

.
5
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絞
り
に
新
文
化
運
動
に
加
へ
ら
れ
て
居
る
一
の
非
難
に
就
て
少
し
く
活
ぺ
て
置
〈
が
、
共
の
非
難
と
云
ふ
は
邸
ち
F

祈
文
化
運
動
は

一
の
進
歩
的
或
は
前
進
的
な
文
化
逗
動
で
ば
友
〈
し
て

一
の
復
古
的
運
動
で
あ
る
と
云
ふ
非
雑
で
あ
る
。
併
し
今
汎
〈
世
界
の
丈

化
史
を
考
察
す
る
と
、
私
は
何
れ
の
閥
又
は
何
れ
の
時
代
に
あ
り
て
も
、
た
な
る
新
丈
化
運
動
は
一
般
に
共
の
根
本
的
一
方
聞
に
於

て
、
復
古
的
性
質
或
は
傾
向
或
は
要
素
を
具
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
務
見
き
れ
る
と
思
ふ
。
此
鹿
で
は
共
の
枇
舎
皐
的
理
由
に

は
縄
れ
や
に
、
只
蒋
F
の
事
貨
を
指
示
す
る
だ
け
に
止
め
る
が
、
例
へ
ば
近
位
殿
羅
巴
に
於
け
る
最
初
の
新
丈
化
運
動
は
、
夫
れ
が

ル
ネ
ソ

Y

ス
と
稿
せ
ら
れ
て
ほ
る
ほ
ど
、
復
占
的
性
質
或
は
傾
向
そ
著
し
く
現
は
し
て
ぽ
る
も
の
で
あ
り
、

-
V
A

宗
教
改
革
逗
動
は
原

始
基
替
教
に
復
蹄
ず
る
こ
と
そ
共
の
線
本
的
一
動
機
と
な
す
も
の
で
あ
り
、

又
悌
蘭
閏
革
命
は
一
面
に
於
て
古
代
議
馬
の
政
治
的
枇

舎
的
丈
化
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
叉
枇
舎
主
義
丈
化
運
動
は
一
一
印
に
於
て
は
、
原
始
共
同
枇
舎
の
丈
化
を
同
復
し

日
本
的
事
問
白
文
化
史
的
意
義
及
び
基
本
的
諸
典
型

七



日
本
的
阻
弔
問
の
文
化
史
的
意
義
及
び
基
本
的
諾
典
型

i¥. 

ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
今
日
の
伊
太
利
の
新
文
化
運
動
と
し
て
の
7

ア
ス
シ
ズ
モ
運
動
は
、

一
面
に
於
て

は
古
代
経
馬
大
帝
国
の
復
荊
を
日
擦
と
す
る
も
の
に
し
て
、
又
今
日
の
狽
逸
に
於
け
る
新
文
化
運
動
と
し
て
の
ナ
チ
ス
運
動
は
、
根

本
的
に
は
が
ん

7
1
ネ
ン
民
族
の
庇
と
精
神
と
の
復
活
を
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
忠
は
れ
る
。
我
闘
に
あ
り
て
も
、
犬
化
の
改

新
は
先
づ
建
闘
の
精
一
肺
を
大
に
強
制
し
て
、
支
那
文
化
双
ぴ
印
度
文
化
の
長
所
を
同
仕
す
る
と
と
を
目
棋
と
す
る
も
の
に
し
て
、
明

治
維
新
は
先
づ
大
化
改
新
の
精
神
を
犬
に
復
興
さ
廿

τ、
近
代
的
問
洋
女
化
の
長
所
を
同
化
す
る
こ
と
を
日
棋
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
と
思
ば
れ
る
。

さ
れ
ぽ
昭
和
の
新
日
木
文
化
運
動
に
し
て
の
ふ

F

日
の
革
新
法
齢
が
.
佐
古
的
行
M
M
或
は
傾
向
を
本
来
且
六
十
唱
し
で
居

る
の
は
、
決
し
て
非
難
す
可
き
と
と
で
も
亦
怪
む
可
き
こ
と
で
も
な
く
、
費
に
営
然
で
あ
る
の
で
あ
る
。

甚
だ
簡
単
左
が
ら
私
は
以
上
述
ぺ
し
如
く
に
考
へ
て
、
今
日
我
闘
に
於
て
勃
興
し
つ
l

込
あ
る
新
日
本
文
化
建
設
運
動
に
、
深
犬
な

る
日
本
文
化
史
的
一
及
び
世
界
文
化
史
的
意
義
を
認
め
、
そ
う
し
て
夫
れ
に
よ
り
て
、
今
日
盛
ん
に
唱
へ
ら
れ
て
居
る
日
本
的
事
問
な

る
も
の
は
、

つ
ま
り
か
ミ
る
新
日
本
文
化
運
動
の
串
間
的
基
礎
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

ヤ
ハ
リ
之
れ
に
同
様

に
深
犬
な
る
文
化
史
的
意
義
を
認
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
兵
の
日
本
的
事
問
な
る
も
の
は
、
今
日
寅
際
上
如
何
な
る
皐

間
と
し
て
建
設
さ
れ
つ
L

あ
る
か
c

ーー

日
本
的
皐
問
の
概
念
の
基
本
的
諸
典
型

今
普
通
一
般
の
慰
問
論
の
見
解
に
従
へ
ば
、
線
ぺ
て
員
賞
な
る
同
県
到
一
は
普
遍
的
世
界
的
友
る
も
の
で
る
っ
て
、
岡
氏
に
よ
り
て
民

族
に
よ
り
て
異
な
る
も
の
で
た
く
、

か
く
て
日
本
的
民
迎
と
か
、
調
逸
的
民
連
企
か
、
英
国
的
国
民
迎
と
か
云
ふ
が
如
き
虞
理
は
存
在



し
な
い
。

一
誠
氏
或
d
一
民
族
に
於

τー
貫
一
現
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
良
資
た
る
民
珂
で
あ
る
以
上
、
夫
れ
は
何
れ
の
他
の
岡
氏
、
何

れ
の
他
の
民
族
に
於
て
も
ヤ
ハ
リ
異
却
と
し
て
承
認
さ
る
可
き
も
の
で
あ
る
。

そ
う
し
て
買
資
左
る
墜
聞
は
か
、
る
貫
貧
注
る
異

理
、
部
ち
普
遍
的
世
界
的
た
る
真
理
を
探
究
し
焚
見
す
る
こ
と
を
目
的
と
友
し
、
生
命
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
曲
弔
問
に
は
国
境

は
友
く
、
感
問
は
m
叫
に
よ
り
て
異
な
る
可
・
百
三
も
の
で
は
な
い
の
マ
あ
る
。

か
〈
で
我
閣
に
於
て
も
か
t
h

る
岨
日
泊
一
般
の
磨
間
論
上
の

見
解
或
は
瞬
間
概
念
か
ら
し
て
、

日
本
的
早
川
の
概
念
を
詩
人
μ
ら
否
定
し
排
斥
す
る
人
々
が
少
な
く
た
い
か
と
忠
は
れ
る
。
#
っ
て

濁
泡
の
著
名
な
る
物
四
日
曜
汗
が
、
確
か
，
ブ
ラ
ン
ク
で
あ
っ
た
か
と
思
ふ
が
、
相
判
逸
物
別
壊
な
る
も
の
を
唱
へ
て
他
濁
の
物
理
草
者
に

冷
笑
さ
れ
た
と
一
式
ふ
僚
友
訴
が
あ
る
。

今
回
忠
商
『
な
る
同
県
内
ば
必
て
昨
日
四
仙
一
位
月
間

-u
わ
一
る
可
き
も
の
に
し
と
、

ぐ
っ
し
-
か
・
日
市
山
県
河
か
γ
探
究
し
後
見
す
ぶ
も
の
が
.
仰

ち
異
質
な
る
接
聞
で
あ
る
と
見
る
背
週
一
般
の
山
学
問
諭
の
事
問
概
念
は
、
之
を
弘
の
山
学
問
論
か
ら
批
判
す
れ
ば
、
如
何
稔
の
慣
値
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
剖
ち

E
れ
だ
け
が
貴
賓
に
し
て
、
ど
れ
だ
け
が
誤
っ
て
居
る
か
は
後
に
論
述
す
る
が
、
此
底
で
は
侵
り
に

夫
れ
は
完
全
に

E
首
な
る
事
問
概
念
で
あ
る
と
認
め
て
置
く
と
し
て
も
、
向
ほ
私
は
種
々
在
る
意
味
に
於
て
民
族
的
感
問
の
概
念
、

か
〈
て
日
本
的
事
問
の
概
念
が
構
成
し
得
ら
れ
る
と
忠
ふ
。
例
へ
ば
鏑
渇
に
於
て
は
折
円
皐
は
一
般
に
愛
好
さ
れ
算
重
さ
れ
、
之
を
研

究
す
る
人
々
が
多
〈
、

か
〈
て
折
口
事
は
同
固
に
於
て
大
に
焚
建
し
で
居
る
か
ら
、
青
島
十
は
屡
々
調
治
的
事
問
と
稽
せ
ら
れ
て
居
る
。

又
米
固
で
は
近
来
政
府
や
民
閣
の
篇
士
山
交
の
奨
励
及
び
助
成
に
よ
り
て
、
一
耽
命
百
壌
の
研
究
が
大
に
隆
盛
を
致
し
て
来
た
か
ら
、
今
や

枇
曾
島
一
・
は
毘
米
利
加
的
接
間
己
ろ
〉
ヨ
ヨ
一

24
叩

2
2
2
と
橋
せ
ら
れ
て
居
る
。
又
悌
繭
四
で
は
ヅ
ェ
ル
ケ
ム
汲
の
枇
曾
認
で
が
同
図
の

枇
合
由
学
界
を
風
擁
し
て
居
る
か
ら
、
同
減
。
枇
曾
胸
中
が
悌
蘭
西
枇
倉
庫
で
と
稀
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

か
6
L

る
例
は
枚
瓶
事
陀
収
が

日
本
的
且
弔
問
の
文
化
史
的
意
義
及
び
基
本
的
諸
典
型

プむ



日
本
的
事
問
の
丈
化
史
的
意
義
及
び
茶
本
的
諸
典
塑

O 

な
い
か
ら
こ
れ
く
ら
ひ
に
止
め
て
置
く
が
、
要
す
る
に
皐
聞
は
本
来
普
遍
的
世
界
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
向
ほ
右
に
述
べ
し

が
如
き
色
k

の
意
味
に
で
園
民
的
或
は
民
族
的
事
問
の
概
念
は
正
営
と
見
倣
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
号
し
て
其
等
の
意
味
に
で

何
れ
か
の
単
問
の
研
究
が
何
れ
か
の
闘
民
に
於
て
特
に
大
に
蛮
達
す
る
こ
ム
」
は
、
世
界
の
事
界
に
と
っ
て
は
甚
だ
布
袋
た
こ
と
で
る

り
、
叉
共
の
国
民
に
と
っ
て
は
大
に
名
春
な
と
と
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
き
れ
ば
私
は
我
図
に
於
て
も
右
に
述
ぺ
し
何
れ
か
の
意
味

亡
亡
、

何
れ
か
の
接
聞
が
日
本
的
感
問
と
し
て
特
に
大
に
護
法
す
る
と
と
砕
一
か
ね
て
か
ら
希
望
し
て
居
る
の
で
る
る
が

近
頃
新
聞

紙
の
偽
へ
る
底
に
よ
れ
ば
、

広
折
一
の
物
川
中
‘
山
品
干
上
の
一
六
九
州
仔
見
と
し
て
叫
界
的
に
認
め
ら
れ
た
も
の
は
、

た
版
帝
大
助
殺
授
湯
川
同
士

の
新
微
粒
子
の
鷲
見
で
あ
る
と
云
ふ
。
そ
こ
で
私
は
此
の
際
我
凶
の
多
数
の
物
現
事
者
が
、
湯
川
同
時
土
と
協
力
し
て
専
ら
新
微
粒
子

の
研
究
に
力
を
注
ぎ
、

叉
政
府
も
民
間
の
篤
志
家
も
共
に
力
を
合
せ
て
共
の
研
究
を
奨
働
し
助
成
し
、
か
く
て
共
の
研
究
が
我
闘
に

於
て
大
に
褒
遣
し
て
遂
に
世
界
の
物
理
撃
者
が
ユ

1

コ
ン
撃
を
日
本
的
物
理
壊
、

日
本
的
串
間
企
稗
寸
る
日
の
来
ら
ん
こ
と
を
切
望

す
る
の
で
あ
る
。

湯
川
博
士
の
新
微
粒
子
の
設
見
は
本
年
の
高
岡
物
理
皐
舎
の
大
舎
に
於
て
確
認
さ
れ
、
同
博
士
の
姓
に
悶
み
て
ユ
}
コ
シ
と
命
名
さ
れ
た
と
聞
い

て
居
た
が
、
何
ほ
最
近
に
新
聞
紙
の
惇
へ
る
庭
に
よ
れ
ば
、
米
閣
の
物
理
事
者
中
に
之
を
バ
リ
ト
ン
と
命
名
し
上
う
と
す
る
人
が
現
は
れ
、
其
の
命

名
に
就
て
欧
米
の
物
四
四
製
者
間
に
議
論
が
起
っ
て
居
る
と
云
ふ
。

向
ほ
湯
川
博
士
の
後
見
が
今
日
白
物
理
由
車
上
如
何
に
重
要
な
京
義
を
有
ナ
る
品

は
、
大
医
帝
大
致
授
菊
地
博
士
が
大
阪
毎
日
新
聞
紙
上
に
会
に
さ
れ
た
一
文
に
よ
り
て
、
我
々
専
門
外
の
も
の
も
其
の
大
要
を
了
解
す
る
こ
と
が
問

来
る
と
思
・
目
。

私
は
右
の
如
き
意
味
に
解
さ
れ
る
日
本
的
皐
聞
の
概
念
の
典
型
に
封
し
て
、
興
ふ
可
き
趨
首
た
特
殊
的
名
稀
を
忠
ひ
首
ら
た
い
か

ら
、
使
宜
上
仮
り
に
之
を
A
典
型
の
日
本
的
皐
問
概
念
と
稀
し
て
置
く
。
但
し
此
の
典
型
の
日
本
的
事
聞
は
上
に
遁
ぺ
し
如
〈
、
資



際
上
で
は
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
曲
学
問
の
本
質
上
か
ら
見
る
と
、
第
二
・
攻
的
な
意
義
し
か
有
し
友
い
も
の
で

あ
る
。
此
の
こ
と
に
就
て
は
後
忙
述
べ
る
が
、
そ
れ
は
と
に
か
く
と
し
て
今
日
我
固
に
於
て
特
に
日
本
的
事
問
と
祷
せ
ら
れ
て
居
る

も
の
は
、
右
の

A
典
型
の
如
き
も
の
で
は
友
〈
、
犬
れ
よ
り
も
更
に
一
一
度
般
需
友
る
或
は
特
異
友
る
意
味
に
て
、

日
本
的
由
弔
問
と
稿

せ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
。

又
そ
う
で
あ
る
に
於
℃
始
め
て
新
日
本
文
化
運
動
の
撃
問
的
碁
礎
と
た
り
得
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
か

L

る
意
味
に
於
て
の
日
本
的
事
問
の
概
念
は
如
何
に
規
定
さ
る
可
き
で
あ
る
か
。

今
此
の
問
題
を
完
全
に
又
十
分
に
解
決
す
る
矯
め
に
は
、

日
本
的
皐
同
一
般
に
闘
し
て
、

叉
日
本
何
々
感
と
か
、

日
本
療
と
し
て

の
何
々
感
と
か
一
五
ふ
趨
名
で

少
一
泣
く
も
今
日
ま
で
に
公
に
さ
れ
て
居
る
綿
て
の
著
書
及
び
論
丈
を
、

-
r
eミ

J
U

習
百
一
〉
A
W

、p
t
h
L
h
v
p
ν

伊、

一
J
Z〈
引
が

F
円
君
ト
r

J

才
M
H

な
ら
な
い
の
で
あ
る
が

h

前
し
私
ほ
を
舶
の
弱
め
わ
足
早
そ
う
す
る
だ
け
の
根
気
が
な
(
な
っ
た
か
ら

ー、

λ
1
1
E
F
O
-
F』

J
h
〉

1
:
-

1
/
d
I
l
-
F
1
ト
ィ
不
H
v
f
k
kド

北
町
い
た
著
書
及
び
論
文
だ
H
り
を
材
料
と
し
‘
夫
れ
に
推
測
を
加
へ
て
試
験
的
に
構
成
せ
る
日
本
的
事
問
の
基
本
的
諸
典
却
を
、
簡
単

に
説
漣
す
る
だ
け
に
止
め
て
置
く
。

さ
れ
ば
護
者
諸
氏
が
共
の
不
完
全
な
る
庭
は
修
E
さ
れ
、

叉
共
の
不
十
分
在
る
底
は
補
支
さ
れ

る
と
と
を
、
私
は
特
に
御
願
ひ
し
た
い
の
で
あ
る
白

今
日
我
閣
に
於
て
日
本
的
事
問
の
建
設
を
主
張
す
る
人
身
の
日
本
的
皐
聞
の
概
念
を
考
察
す
る
に
営
っ
て
、
吾
々
の
先
づ
注
目
す

可
き
は
、

此
の
場
合
に
共
等
の
人
身
が
皐
問
と
一
五
ふ
は
、

一
切
の
事
問
を
意
味
す
る
も
の
で
は
左
く
、

特
に
一
定
の
部
類
の
撃
問

だ
け
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。

要
す
る
に
共
等
の
人
々
が
特
に
日
本
的
感
聞
と
し
て
建
設
し
よ
う
と
す
る
の

は
、
哲
製
及
び
文
化
的
或
は
精
一
榊
的
或
は
枇
合
的
接
間
(
山
間
一
一
立
お
お
一
行
常
バ
一
一
方
訓
駒
れ
れ
設
計
一
刊
日
)
と
稀
せ
ら

h

J

J

ア
テ
R

-
一
ク

れ
て
居
る
も
の
L

範
域
内
に
於
て
ピ
あ
っ
て
、
自
然
科
事
及
び
自
然
技
術
事
或
は
自
然
工
事
は
除
外
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
是
れ

日
本
的
事
問
の
文
化
史
的
怠
義
及
び
茶
本
的
諸
典
瑚
一



日
本
的
胤
弔
問
の
文
化
史
的
意
義
及
び
茶
本
的
諸
典
型

つ
ま
り
自
然
科
準
及
び
自
然
工
島
?
の
驚
嘆
す
可
き
殻
建
は
、
さ
き
に
も
述
ぺ
し
如
く
、
以
前
の
文
化
に
比
し
て
近
代
的
西
洋
文
化
の

一
犬
特
徴
を
た
す
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
夫
れ
は
今
や
建
設
さ
れ
つ
L
あ
る
新
文
化
に
於
て
も
同
様
に
大
に
重
要
脱
さ
れ
て
居
る
も

の、

否
な
翁
々
重
要
問
さ
る
可
き
も
の
に
し
て
、

そ
う
し
て
世
界
的
に
承
認
さ
れ
る
賓
験
的
民
辺
、

何
れ
の
闘
に
於
て
も
賞
現
さ

れ
る
斡
遁
的
民
叩
引
を
務
見
し
確
立
す
る
ζ

と
を
目
標
と
す
る
も
の
冒
と
し
て
、

閣
民
に
よ
り
て
民
族
に
よ
り
て
異
友
り
得
左
い
も
の

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

活
し
自
然
刊
附
学
及
ぴ
自
然
工
事
に
於
て
民
族
的
間
帯
問
注
る
も
の
が
建
設
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、

宍
れ
は
と
に

犯
が

A
品川一割

、，

;

J

L

i

j

目
;
・
l
i
h

rt七
中
山
仲
弓
問
Lr
一秒
J
1

之
カ
'
却
さ

官
一
除
的
に
は
兎
喪
止
な
意
義
そ
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

創
刊
問
論
的
に
は
第
二
次

的
注
意
義
を
有
す
る
も
の
だ
け
で
あ
る
。

但
し
丈
化
的
或
は
精
榊
的
或
は
枇
命
日
的
事
問
に
於
て
弘
、

私
の
聞
宇
問
弘
一
酬
に
於
で
強
調
す

る
如
く
、

利
勝
?
と
背
尚
早
と
の
隠
別
が
厳
密
に
週
間
さ
れ
、

文
化
哲
墜
或
は
精
神
青
島
十
或
は
枇
品
開
哲
事
か
ら
判
然
恒
則
さ
れ
る
、
文

化
科
事
或
は
精
紳
科
事
或
は
祉
舎
利
曲
学
が
建
設
さ
れ
る
に
至
ら
ば
、

か
L
る
科
事
は
夫
れ
に
基
い
て
建
設
さ
れ
る
技
術
事
或
は
工
事

ヘ
即
ち
精
神
技
術
皐
或
は
工
島
?
と
か
、
人
間
技
術
J

F

畢
或
は
人
間
工
島
平
と
》
稗
せ
ら
る
可
き
も
の
」

と
共
に
、

自
然
利
息
一
・
及
び
自
然
技
術
事
或
は
自
然
工
事
と
同
様
に
、

新
女
化
に
於
て
も

世
界
的
普
遍
的
感
問
と
し
て
獲
達
す
る
で
あ
ら
う
と
忠
は
れ
る
が
、
併
し
今
日
で
は
ま
だ
か
L
る
意
味
に
於
て
の
女
化
科
皐
或
は
精

神
科
事
或
は
枇
舎
利
向
型
は
建
設
さ
れ
て
居
な
い
。
そ
う
し
て
今
日
通
例
文
化
科
恩
?
と
か
精
一
仰
科
墜
と
か
枇
舎
科
事
ー
と
か
稀
ぜ
ら
れ
て

居
る
も
の
は
、
製
問
論
的
に
巌
密
に
吟
味
す
る
と
、
本
質
的
に
は
文
化
折
口
事
、
精
神
折
口
阜
、
一
世
舎
苛
単
に
外
な
ら
た
い
も
の
か
、
叉

は
之
れ
に
種
々
の
度
合
に
於
て
科
撃
的
研
究
を
混
合
す
る
混
合
的
挙
聞
か
で
あ
る
と
と
が
夜
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
か
L

る

性
質
そ
有
す
る
今
日
の
文
化
科
事
、
精
神
科
摩
、
社
舎
利
息
?
に
あ
り
で
は
、
民
族
的
な
事
問
は
営
然
成
立
し
得
る
、
否
な
成
立
せ
』
己

る
を
得
-
な
い
の
で
あ
る
。
現
に
今
日
我
闘
に
於
て
日
本
的
撃
問
と
し
て
盛
ん
に
建
設
さ
れ
つ

L
あ
る
の
は
、
主
と
し
て
同
家
墜
と
か
、



園
法
事
と
か
、
私
法
理
?
と
か
、

政
治
事
と
か
、
経
済
事
と
れ
稽
せ
ら
れ
て
居
る
鹿
の
、
も
ん
/
¥
の
混
合
的
事
問
・
と
し
て
の
丈
化
件

忠
一
¥
精
神
科
挙
、
枇
命
白
科
山
県
に
於
て
ピ
あ
る
。

甚
だ
簡
単
な
が
ら
以
上
渇
ぺ
し
如
く
に
、
私
は
今
日
我
固
に
於
て
盛
ん
に
主
張
さ
れ
て
来
た
日
本
的
事
問
の
如
き
民
族
的
串
間
が
、

正
賞
に
建
設
し
得
ら
れ
る
磨
間
範
域
を
党
づ
事
問
論
的
に
大
値
上
見
定
め
て
置
い
て
、
是
よ
り
今
日
主
張
さ
れ
て
居
る
日
本
的
事
問

の
概
念
を
、
曲
学
問
論
上
か
ら
見
て
一
定
の
諸
典
型
に
分
類
し
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
制
限
さ
れ
た
る
祇
面
が
残
り
少
泣
く
な
。

た
か
ら
、
山
田
簡
軍
に
湛
ぺ
る
に
止
め
ざ
る
を
得
占
泣
い
。
そ
う
し
て
訟
は
少
な
〈
も
今
日
ま
で
の
礎
で
は
、
向
学
問
論
上
か
ら
見
た
る
巌

滑
な
る
意
味
に
於
て
の
日
本
的
梁
川
の
概
念
は
、

根
本
的
に
は
大
甥
上
コ
一
つ
の
典
叫
に
分
類
し
得
り
れ
る
と
崎
町
八
、

さ
き
に
本
げ
し

H~ 
L、
1I 
味
一己

Uコ
El 
ユk
flそ!
与1

Uコ
一
日
眠
、
出
士

一

J
'
1
一
;

慨
し
町
上
λ

駒
郡
ん
と
m併
せ
る
に
ヰ
じ
て

北
九
位
一
吋
の
一
一
ト
典
仰
を
ヤ
ハ
ワ
似
古
一
ト
h
E
民
却
、
じ

典
型
及
び
D
典
型
と
問
附
し
て
置
く
。

日
本
的
皐
聞
の
概
念

ω
B
典
型
、
今
日
我
図
に
於
て
盛
ん
に
唱
へ
ら
れ
て
居
る
日
本
的
事
問
概
念
の
諸
典
型
中
回
ほ
と
も
装
本
的
な

る
も
の
、
或
は
最
と
も
基
本
的
な
日
本
的
昼
間
概
念
の
典
型
と
し
て
、
先
づ
私
が
大
に
重
要
視
し
た
い
と
忠
ふ
も
の
は
、
此
庭
に
使

宜
上
H
典
型
と
得
す
る
も
の
で
あ
る
。
夫
れ
は
即
ち
主
と
し
て
日
本
書
紀
、
古
事
記
等
の
我
闘
の
古
典
に
於
て
事
ば
れ
る
、

日
本
民

族
固
有
の
又
特
有
の
世
界
観
的
信
念
或
は
忠
窓
を
、

者
率
的
に
精
練
し
展
開
し
て
建
設
さ
れ
る
一
切
の
日
本
折
口
壊
を
綿
指
す
る
一

此
ハ
却
一
に
し
て
、
私
は
一
切
の
日
本
的
撃
間
在
る
も
の
は
、
か
L

る
意
味
に
於
て
の
日
本
芳
成
?
を
根
本
的
基
礎
と
し
て
建
設
さ
る
可
き

も
の
で
あ
る
と
確
信
し
、

か
く
て
叉
一
切
の
日
本
的
事
問
の
建
設
に
於
け
る
最
と
も
肝
要
左
る
某
礎
工
事
は
、
か
ミ
る
意
味
に
於
て

の
日
本
哲
四
晶
子
の
建
設
で
る
る
と
確
信
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
併
し
此
魔
に
五
口
K

の
大
に
反
目
す
可
き
も
の
が
あ
る
。
天
れ
は
か
L
る

日
本
的
皐
問
の
文
化
史
的
意
義
及
び
某
本
的
諸
典
型



日
本
的
風
弔
問
の
文
化
史
的
意
義
及
び
基
本
的
諸
典
型

四

五
味
に
於
て
の
日
本
哲
阜
の
必
要
は
、
今
日
我
国
に
於
て
新
日
本
文
化
建
設
運
動
が
勃
興
す
る
に
営
っ
て
始
め
て
感
じ
ら
れ
て
氷
点
江

の
で
は
な
〈
、
古
代
に
於
て
支
那
文
化
及
び
印
度
文
化
が
始
め
て
我
固
に
輸
入
さ
れ
、

日
本
氏
族
が
共
等
の
文
化
の
精
華
を
吸
収
し

同
化
し
て
、
共
等
の
文
化
に
針
し
て
務
自
の
新
文
化
を
建
試
し
よ
う
と
努
力
し
始
め
た
時
代
に
於
て
既
に
感
じ
ら
れ
、
且
っ
か
L

る

窓
味
に
於
て
の
日
本
折
口
感
が
寅
際
に
建
設
さ
れ
て
居
た
と
一
式
ふ
乙
と
で
る
る
。
要
す
る
に
支
那
智
桜
及
び
印
度
哲
撃
に
よ
り
て
、

日

本
民
族
同
有
の
叉
特
有
の
出
界
硯
的
信
念
或
は
思
想
を
折
口
早
的
に
精
練
し
展
附
し
て
、

日
本
折
口
惨
を
建
設
し
よ
う
止
す
る
思
想
運
動

は
、
支
都
文
化
及
び
印
度
文
化
が
始
め
て
我
阿
国
に
総
入
さ
れ
た
時
代
か
ら
既
に
始
ま
っ
て
居
た
の
で
る
る
。

そ
う
し
て
夫
れ
は
首
時

我
園
調
自
の
新
文
化
建
設
の
最
と
も
根
本
的
た
事
問
的
基
礎
を
確
立
す
る
矯
め
に
、
貧
際
上
必
要
訣
く
可
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た

と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
c

五
口
々
は
此
の
投
園
の
文
化
史
上
の
一
大
事
寅
を
よ
く
了
解
す
れ
ば
、
今
日
我
閣
に
於
て
新
文
化
建
設
逗
動

の
勃
興
す
る
に
蛍
っ
て
、
共
の
目
ほ
と
も
根
本
的
な
事
問
的
基
礎
と
し
て
、
同
様
な
意
味
に
於
て
の
日
本
育
事
の
建
設
が
如
何
に
必
要

で
あ
る
か
、

又
之
を
賓
際
に
建
設
す
る
こ
と
が
如
何
に
肝
要
で
あ
る
か
を
、
よ
〈
了
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
る
る
。
併
し
此
庭

に
叉
五
口
々
の
注
目
せ
ね
ば
た
ら
む
と
と
が
あ
る
。

今
明
治
時
代
に
於
て
西
洋
哲
製
が
盛
ん
に
輸
入
さ
れ
る
ま
で
は
、
我
闘
の
思
想
問
外
を
根
本
的
に
支
配
し
℃
居
た
哲
間
晶
子
と
云
へ
ば
、

帥
ち
支
那
哲
忠
一
・
及
び
印
度
折
口
撃
で
あ
っ
た
。
さ
れ
ば
日
本
民
族
同
有
の
又
特
有
の
世
界
観
的
信
念
或
は
思
想
そ
哲
皐
的
に
精
練
し
展

問
す
る
と
一
玄
へ
ば
、
夫
れ
は
れ

J

ま
り
十
日
一
那
折
円
接
的
に
、

又
は
印
度
折
口
忠
一
-
的
に
、

叉
は
如
何
松
に
か
雨
者
を
結
合
し
て
之
を
精
練
し
展

開
す
る
と
と
を
意
味
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

3

か
く
て
本
居
及
び
平
間
の
二
大
」
従
が
現
は
れ
る
ま
ず
の
日
本
官
接
と
云
へ
ば
、
主
と

し
て
支
那
哲
接
的
に
か
、

又
は
印
度
軒
目
撃
的
に
か
、
又
は
阿
者
を
結
合
し
て
か
、
折
口
撃
的
に
精
練
さ
れ
展
向
さ
れ
た
る
も
の
で
あ
っ



た
と
思
は
れ
る
。

そ
う
し
て
本
居
及
び
平
田
の
一
一
犬
家
が
現
は
れ
て
、

日
本
民
族
同
有
の
又
時
有
の
世
界
観
的
信
念
或
は
思
想
を
、

支
那
軒
目
撃
的
又
は
印
度
哲
躍
的
解
織
か
ら
一
切
解
放
し
て
、
純
真
な
る
る
る
が
ま
L

の
意
味
に
て
問
明
し
愛
揮
す
る
矯
め
に
努
力
さ

れ
た
と
と
は
、
新
し
き
日
本
折
口
嬰
の
褒
山
速
に
劃
す
る
大
友
る
貢
献
で
あ
っ
た
と
息
は
れ
る
。

併
し
我
闘
に
於
け
る
今
日
の
新
日
本
文
化
建
設
運
動
の
、
根
本
的
在
感
問
的
某
礎
と
し
て
の
日
本
相
自
由
宇
と
し
で
は
、
僻
来
の
日
本

折
口
墜
を
共
の
ま
L
に
復
活
さ
せ
る
だ
け
で
は
不
充
分
に
し
て
、
更
に
新
し
き
日
本
哲
躍
を
建
試
す
る
と
と
が
肝
要
で
あ
る
と
思
は
れ

る。

是
れ
明
治
時
代
か
ら
商
洋
折
口
開
中
が
鐙
ん
に
輸
入
さ
れ
、

折
口
接
岸
一
云
へ
ば
直
ち
に
西
洋
折
口
墜
を
意
味
す
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る

ロ耳、

L
7
1
つ
司
奉
安
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と
を
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、
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四
一
作
折
口
事
的
に
薫
陶
さ
れ
亡
庶
る
が
矯
め
に
、
問
問
洋
訴
事
的
に
構
成

さ
れ
展
岬
さ
札
た
る
日
本
折
足
午
に
あ
ら
や
ば
、

北
ハ
等
の
人
々
の
一
汗
括
的
嬰
米
中
二
人
A

に
糊
足
さ
せ
る
と
と
が
出
来
た
い
と
肝
心
は
れ
る

か
ら
で
あ
る
。

き
れ
ば
と
て
何
れ
の
西
洋
哲
撃
を
持
っ
て
来
て
も
、
共
の
ま

L
K
運
用
す
る
だ
け
で
は
到
底
日
本
民
族
同
有
の
又
特

有
の
世
界
観
的
信
念
或
は
思
想
を
、
主
(
等
の
人
々
に
克
分
注
折
口
事
的
満
足
を
阻
ス
得
る
様
に
、
青
島
ナ
的
に
精
練
し
展
開
す
る
こ
と
は

出
来
ま
い
と
思
は
れ
る
。
か
く
て
夫
れ
が
矯
め
に
は
先
づ
今
日
の
我
園
の
卓
越
せ
る
哲
撃
者
が
よ
く
四
洋
哲
墜
を
阻
幌
し
、
共
の
民

髄
を
摘
ん
で
之
を
日
本
人
と
し
て
の
自
己
に
同
化
し
、
日
本
化
さ
れ
た
る
或
は
日
本
的
た
西
洋
苦
闘
甲
を
建
設
す
る
と
と
が
肝
要
で
あ

る
。
そ
う
し
て
か
L

る
日
本
化
さ
れ
た
る
日
本
的
な
西
洋
哲
鹿
?
と
し
て
、
今
日
五
日
々
に
輿
へ
ら
れ
て
居
る
の
は
西
岡
哲
準
で
あ
る
。

私
は
今
日
丙
田
哲
朗
宇
が
大
に
欺
迎
さ
れ
金
崇
さ
れ
て
居
る
の
矛
見
て
、
日
本
化
さ
れ
た
る
或
は
日
本
的
を
西
洋
哲
壌
に
謝
す
る
今
日

の
日
本
人
の
要
求
が
、
如
何
に
切
賞
で
る
る
か
を
察
知
す
る
と
と
が
問
来
る
と
忠
ふ
。

又
夫
れ
は
白
己
の
民
族
的
優
秀
性
を
改
め
て

深
〈
自
覚
し
来
れ
る
今
日
の
日
本
人
に
あ
り
で
は
、
山
一
品
然
で
あ
る
と
忠
は
れ
る
。
山
間
ほ
今
や
西
田
哲
事
以
外
に
も
日
本
化
さ
れ
た
る

日
本
的
畢
問
白
文
化
史
的
意
義
及
び
基
本
的
諸
典
型

主王



日
本
的
出
弔
問
の
丈
化
史
的
意
義
及
び
某
本
的
諸
典
理

大

或
は
日
本
的
な
西
洋
汚
皐
が
棺
・
4

産
出
さ
れ
る
傾
向
の
見
ゆ
る
と
と
は
、
我
園
の
哲
嬰
界
の
矯
め
陀
大
に
押
ハ
す
可
き
と
と
ミ
思
は
れ

る
。
併
し
日
本
化
さ
れ
た
る
或
は
日
本
的
友
西
洋
折
口
壊
は
、
共
の
ま
L

で
は
ま
だ
上
に
述
べ
し
が
如
き
意
味
に
於
て
の
日
本
持
率
で

は
友
い
。

さ
れ
ば
私
は
更
に
進
ん
で
、
日
本
化
さ
れ
た
る
或
は
日
本
的
た
同
洋
哲
嵐
?
に
よ
り
て
、
日
本
民
族
同
有
の
叉
特
有
の
世
界

観
的
信
念
或
は
思
想
を
、
持
門
拳
的
に
精
練
し
展
開
し
、
我
周
回
有
の
叉
特
有
の
園
鰭
の
本
義
h
t
A
金
身
議
揮
し
て
、
新
日
本
文
化
運
動

の
梅
本
的
友
磨
間
的
茶
礎
を
降
立
す
る
'
新
川
木
折
口
問
甲

F
建
設
す
る
人
々
の
現
は
れ
る
と
と
を
.
日
夜
切
望
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

私
一
ル
日
地
内
(
却
と
和
す
る
も
の
に
就
て
は
向
ほ
越
べ
た
い
と
と
が
多
々
あ
り
、

又
以
上
述
べ
し
と
と
に
就
て
も
前
ほ
少
し
詳
し
く
述

べ
た
い
こ
と
も
あ
る
が
、
此
庭
で
は
共
の
飴
裕
が
な
い
。
倫
ほ
C
典
型
及
び
D
典
型
に
就
て
も
、

ヤ
ハ
リ
樹
簡
単
に
謹
ぺ
る
だ
け
に

止
め
ぎ
る
を
得
友
い
。

日
本
的
接
聞
の
概
念
の

C
典
型
、

私
が
日
本
的
思
一
両
の
概
念
の

B
典
型
と
得
す
る
は
、

上
に
述
べ
し
底
に
よ
り
て
知
ら
れ
る
如

〈
、
最
と
も
基
本
的
危
日
本
的
接
問
と
し
て
の
日
本
普
撃
の
諸
概
念
を
包
括
す
る
も
の
で
る
る
が
、
之
れ
に
謝
し
て

C
典
型
及
び

υ

典
型
と
稽
す
る
は
、
今
日
も
向
ほ
通
常
一
般
に
丈
化
科
墜
と
か
精
神
科
息
?
と
か
枇
舎
利
息
・
と
か
格
せ
ら
れ
て
居
る
底
の
、
哲
撃
と
科

壊
と
の
混
合
的
感
聞
に
於
け
る
日
本
的
事
聞
の
二
つ
の
典
型
を
意
味
す
る
・
も
の
で
る
る
。
先
づ
C
典
型
に
就
で
漣
ぺ
る
が
、
要
す
る

に
私
は
右
に
蓮
ぺ
し
が
如
き
意
味
に
於
て
の
文
化
科
皐
或
は
一
枇
曾
科
撃
に
於
て
、

先
づ
絶
封
的
必
然
的
曲
目
週
的
で
る
る
と
信
じ
ら
れ

る
一
定
の
一
般
的
事
暴
的
塁
『
(
月
訪
問
一
一
議
一
等
部
一
町
一
伽
恥
附
間
一
時
川
唯
一
昨
…

γ明
耕
一
間
関
一
酔
一
酬
t
刊
誌
な
由
一
詰
め
)
を
根
本
的

原
理
と
し
て
措
定
し
、
之
を
枇
合
的
文
化
的
事
貨
の
科
事
的
研
究
陀
よ
り
て
論
設
し
っ
、
一
定
の
一
般
的
事
設
を
作
り
上
げ
、
そ
う

ー
レ
て
共
の
製
設
の
民
義
或
は
本
義
ば
、
日
本
民
族
固
有
の
叉
特
有
の
一
定
の
世
界
観
的
信
念
或
は
思
想
を
、
如
何
様
に
か
哲
接
的
に



展
開
せ
る
特
殊
な
日
本
哲
率
的
原
理
に
よ
り
て
、
最
と
も
よ
〈
愛
揮
さ
れ
賓
現
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
共
の
文
化
科
事
或
は
枇
舎
科

撃
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
、
日
本
的
事
問
の
諸
概
念
を
包
括
す
る
一
典
型
を
、

C
典
型
と
裕
す
る
の
で
る
る
。
そ
う
し
て
私
は
我
が

作
田
博
士
の
続
器
経
済
阜
の
概
念
は
、
経
済
事
に
於
け
る
日
本
的
車
問
問
ち
日
本
粧
済
事
の
此
の
典
型
の
論
現
的
待
遇
を
、
よ
〈
表

現
し
て
居
る
も
の
と
考
へ
る
の
で
あ
る
が
、
筒
ほ
我
が
石
川
博
士
の
新
日
本
経
持
阜
の
概
念
も
、
大
股
上
此
の
典
型
中
に
包
括
す
る

と
と
が
出
来
る
と
思
ム
。
此
の
典
型
に
就
て
も
命
ほ
色
々
論
じ
た
い
の
で
あ
る
が
、
最
早
共
の
徐
裕
が
た
ぐ
な
っ
た
か
ら
、

連
べ
し
如
〈
に
共
の
一
般
的
規
定
を
述
ぺ
る
だ
け
に
止
め
る
a

更
に
終
り
に
述
ぺ
る
D
典
型
に
就
て
も
、

只
右
に

ヤ
ハ
リ
同
じ
理
'
闘
に
よ
り

て
只
共
の
一
般
的
視
定
を
嘩
べ
る
だ
け
に
止
め
ざ
る
を
得
左
い
。

日
本
的
事
問
の
諸
概
念
の

D
典
担
、
私
が
此
庭
に

D
典
塑
と
稀
ず
る
は
、
要
す
る
忙
上
に
述
ぺ
し
窓
味
に
於
て
の
何
れ
か
の
丈
化

料
凶
干
或
は
枇
舎
利
出
向
干
に
於
て
、
光
づ
日
本
民
族
制
有
の
叉
川
村
ム
引
の
世
界
閥
的
信
念
或
は
川
山
惣
な
、
如
何
杭
忙
か
軒
型
的
に
精
練
し
田
町

潤
し
て
擁
立
さ
れ
犬
る
、
府
殊
た
日
本
哲
曲
申
的
原
却
を
適
用
し
て
一
定
の
翠
訴
を
作
り
上
げ
、
共
の
閑
却
下
設
は
共
の
文
化
科
事
或
は
枇

合
科
事
に
於
け
る
唯
一
の
又
は
最
高
の
民
却
を
褒
却
す
る
も
の
と
し
て
、
共
の
文
化
科
間
半
或
は
枇
品
開
科
皐
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
、

日
本
的
事
聞
の
諸
概
念
を
包
括
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
〈
て
此
の
典
型
の
論
現
的
構
造
に
於
け
る
構
造
要
素
の
排
列
の
順
序
は
、

C

典
型
の
論
理
的
構
造
に
於
け
る
構
法
要
素
の
排
列
の
順
序
を
特
倒
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
口
本
哲
間
般
的
原
却
を
最
高
原
型
と

し
て
、
文
化
科
事
或
は
枇
舎
利
勝
十
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
総
局
の
目
的
に
於
て
は
、
雨
典
型
は
全
く
相
合
致
し
て
尉
る
の
で
あ
る
。

私
は
以
上
論
越
し
来
れ
る
如
〈
に
、
日
本
的
事
問
の
某
本
的
諸
典
型
を
大
世
上
分
類
し
た
る
後
、
其
等
の
諸
典
型
と
其
等
の
諸
典
型
を
塁
間
的
基

礎
と
し
て
建
設
さ
れ
る
新
文
化
と
の
関
係
を
、
一
般
的
に
考
察
し
た
い
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
最
早
紙
面
ω
傍
裕
が
会
〈
な
〈
な
づ
た
か
ら
、
他
日

本
雑
誌
に
於
て
公
に
す
る
他
の
論
文
に
於
て
之
を
試
み
た
い
と
思
ふ
。
又
さ
き
に
遮
べ
し
如
〈
私
は
最
後
に
其
等
の
日
本
的
面
弔
問
の
一
浜
本
的
諸
典
型

が
、
私
の
事
問
論
上
か
ら
見
て
、
如
何
に
皐
問
論
的
に
来
構
づ
け
ら
札
る
か
を
論
究
し
た
い
の
で
あ
る
が
、
是
れ
も
巳
む
を
得
ず
他
日
の
論
文
に
識

る
。
山
円
ほ
終
P
に
、
本
論
文
に
於
て
私
の
立
て
た
日
本
的
且
弔
問
の
某
本
的
諸
典
型
の
分
類
は
、
金
〈
試
験
的
な
も
の
で
あ
一
る
の
で
あ
る
か
ら
、
讃
者

諸
氏
の
御
一
所
殺
を
仰
ぎ
て
之
を
完
成
し
た
い
の
が
、
私
の
念
願
で
あ
る
こ
と
を
重
ね
て
申
上
げ
て
置
く
。
(
昭
和
十
一
一
一
年
十
一
月
二
十
五
日
)

潤
本
助
率
問
の
文
化
史
的
意
義
及
び
基
本
的
措
典
型

七


